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女
性
の
労
働
力
率
と

子
育
て
期
の
男
性
の

長
時
間
労
働

　

日
本
人
女
性
の
労
働
力
率
は

国
際
的
に
見
て
低
く
、
特
に
子

育
て
期
に
当
た
る
30
代
で
労
働

力
率
が
減
少
す
る
の
が
特
徴
で

す
。

　

少
子
化
に
よ
る
労
働
力
率
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

働
き
た
い
と
思
う
女
性
が
社
会

進
出
で
き
る
よ
う
、
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
や
環
境
の
整
備
が
不
可

欠
で
す
。

あ
な
た
が
い
る　

わ
た
し
が
い
る　

未
来
が
あ
る
！

６
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
。

　

韮
崎
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
、「
輝
い
て　

ひ
ら

め
い
て　

韮
崎
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
、
学
校
な
ど
社
会
の
様
々

な
分
野
に
お
け
る
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

急
激
に
進
む
少
子
化

　

２
０
１
１
年
の
日
本
の

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
３
人

　

少
子
化
の
主
な
原
因
は
晩
婚

化
や
未
婚
者
の
増
加
に
よ
り
、

女
性
一
人
あ
た
り
の
生
涯
出
産

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

に
よ
れ
ば
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産

む
子
ど
も
の
数
）
が
２
・
０
８
人

を
下
回
る
と
総
人
口
は
減
少
に

向
か
う
と
さ
れ
、
こ
の
数
字
を

目
安
と
し
て
少
子
化
と
呼
ば
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
少
子
化
が
進
む
と
、
労
働
力
人
口

が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、産
業
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
、

日
本
の
経
済
成
長
が
妨
げ
ら
れ
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
必
要
性

　
　
　
　
　
　

〜
社
会
経
済
情
勢
の
視
点
〜

日本

スウェーデン

米国

女性年齢階級労働力率 ( 国際比較）

総
務
省
「
平
成
22
年
労
働
力
調
査
」

　

近
ご
ろ
は
、
家
事
や
育
児
に
関
わ
る
男
性
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
に
家
庭
で
の
役
割
の
ほ
と

ん
ど
を
「
お
母
さ
ん
」
が
担
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
高
齢
化
社
会
に
拍
車
が
か
か
り
、
労
働
力
不
足
が
見
込

ま
れ
る
中
、
女
性
の
労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
度
経
済
成
長
期
も
終
わ
り
、
雇
用
状
況

の
変
化
か
ら
、
男
性
一
人
が
家
計
を
支
え
て
い
く
こ
と
も
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

男
女
が
お
互
い
に
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
対
等
に
参
画
し
、
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
、

か
つ
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
と
も
に
豊
か
な
人
生
を
築
く
こ
と
が
男
女
共
同
参
画
社
会
の
目

指
す
姿
で
す
。

神山地区の生涯学習の集い

※労働力率とは、１５歳以上で働く意欲を持つ人がどれだけいるかを示す率。
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推
進
員
と
の
共
催
に

よ
り
、
藤
井
公
民
館

に
お
い
て
「
男
性
の

料
理
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

食
生
活
改
善
推
進

員
の
指
導
の
も
と
、

今
回
の
料
理
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
「
ぶ

り
大
根
」
と
「
ほ
う

れ
ん
草
の
白
和
え
」

に
使
用
す
る
た
く
さ

ん
の
食
材
に
戸
惑
い

な
が
ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

調
理
し
て
い
る
姿
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、「
大
根
の
皮
の
む
き
方

や
面
取
り
を
す
れ
ば
煮
崩
れ
し

な
い
こ
と
」
な
ど
、
料
理
に
対

す
る
基
礎
知
識
も
学
び
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
完
成

し
ま
し
た
。

　

食
後
に
は
、
栄
養
士
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
食
生
活
に
関
す
る

注
意
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
事
に
関
す
る
指
導
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
男
性
の
料
理
教
室
を

通
じ
、「
料
理
作
り
は
楽
し
い
」

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
今

　

し
か
し
、
子
育
て
期
に
あ
た

る
30
代
男
性
の
平
均
労
働
時
間

は
生
涯
の
う
ち
最
も
多
く
、
育

児
に
参
加
で
き
な
い
状
況
か
ら
、

妻
へ
の
負
担
が
多
く
な
り
、
就

労
や
出
産
を
諦
め
る
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

母
親
へ
の
育
児
負
担
の
集
中

は
少
子
化
の
一
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
各
地
で
は
男
女
共
同
参

画
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
各
地
区
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

「
夫
婦
が
互
い
に
家

事
を
協
働
す
る
こ
と

で
、
感
謝
の
言
葉
が

自
然
に
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。」

　

穂
坂
地
区
で
は
公

民
館
活
動
の
一
環
と

し
て
巡
回
講
演
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度

は
、
男
女
共
同
参
画

ミ
ニ
講
演
を
取
り
入

れ
、
穂
坂
地
区
と
韮

崎
地
区
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
が
、

三
ツ
沢
分
館
に
お
い

て
、
手
作
り
の
資
料

に
よ
り
「
な
ぜ
男
女

共
同
参
画
が
必
要
か
」

に
つ
い
て
、
歴
史
的
背
景
や
法

的
根
拠
に
基
づ
い
た
施
策
や
国
、

県
、
市
の
取
り
組
み
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
活
動
の
一
環
で

あ
る
「
男
女
共
同
参
画
モ
デ
ル

家
庭
」
の
実
践
結
果
報
告
で
は
、

「
夫
婦
が
互
い
に
家
事
を
協
働
す

る
こ
と
で
、
感
謝
の
言
葉
が
自

然
に
出
る
よ
う
に
な
り
、
充
実

し
た
毎
日
が
送
れ
た
。」
な
ど
、

相
手
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

が
込
め
ら
れ
た
感
想
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
男
女
共
同
参
画
ミ
ニ

講
演
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
に
適
し
た
夫
婦
の
役
割
分
担

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
繋
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

男
性
も
料
理
に
挑
戦

　

「
料
理
は
楽
し
い
」

　

藤
井
地
区
で
は
食
生
活
改
善

後
、
各
家
庭
に
お
い
て
一
人
で
も

多
く
の
男
性
が
腕
を
振
る
う
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
穂
坂
・
中
田
・
清
哲
・
神
山
・
大

草
町
に
お
い
て
も
男
性
の
料
理
教
室

を
食
生
活
改
善
推
進
員
と
の
共
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

「
公
民
館
活
動
と
の
連
携
」

　

神
山
地
区
で
は
「
第
二
十
六
回

生
涯
学
習
の
集
い
」
に
お
い
て
、

来
場
者
と
共
に
「
韮
崎
市
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
歌
」
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
か
じ
め
配
布
し
た
歌
詞

カ
ー
ド
を
使
い
、
推
進
委
員
の
解

男性の年齢階級就労時間

男性平均週間就業時間（時間）

男性従業者に占める週６０時間以上就業の割合（％） 男
女
共
同
参
画
の
様
々
な
活
動

〜
各
地
区
の
活
動
紹
介
〜

総
務
省
「
労
働
力
調
査
参
考
」

穂坂地区の男女共同参画ミニ講演
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女
性
の
育
児
と

仕
事
の
両
立
に
必
要
な

家
族
の
支
援
と
そ
の
現
状

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
た

め
に
は
、
子
育
て
に
理
解
の
あ

る
職
場
の
整
備
や
、
家
事
・
育

児
へ
の
家
族
の
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
男
性
の
現
実
は
、

仕
事
優
先
が
最
も
多
く
、
理
想

は
仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
て
も
、
仕
事
を

優
先
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

　

結
婚
・
出
産

後
も
仕
事
を
続

け
た
い
と
思
っ

て
い
る
女
性
は

大
勢
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際

に
は
、
そ
れ
を

き
っ
か
け
に
仕

事
を
離
れ
ざ
る

を
得
な
い
女
性

も
少
な
く
あ
り

　
　

ま
せ
ん
。

　

人
生
プ
ラ
ン
の
中
で
「
仕
事

か
子
育
て
か
」
の
二
者
択
一
を

迫
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
仕
事
も

子
育
て
も
両
立
で
き
る
社
会
的

条
件
を
整
え
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
出
生
率
の
回
復
に
繋
が
り

ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
も
、
仕
事
だ
け

で
な
く
、
育
児
や
介
護
な
ど
家

庭
の
こ
と
に
も
っ
と
関
わ
り
た

い
と
考
え
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。 

　

男
性
も
女
性
も
、
育
児
・
介

護
休
業
制
度
な
ど
を
利
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
職
場
の
環
境

を
変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
、「
男
も

女
も
、
仕
事
と
家
庭
を
両
立
」

を
考
え
、
一
人
一
人
が
日
常
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

「
女
だ
か
ら
・
・
・
」「
男
だ

か
ら
・
・
・
」
で
は
な
く
「
自

分
ら
し
く
」
生
き
る
こ
と
に
よ

子育てをしながら働くために必要なこと

内
閣
府
「
平
成
20
年
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
世
論
調
査
」

り
、
私
た
ち
の
ま
ち
に
男
女
共
同

参
画
社
会
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

企
画
推
進
担
当

　
　

（
内
線
３
５
７
） 

説
と
リ
ー
ド
で
、
全
員
が
声
高

ら
か
に
合
唱
し
て
、
男
女
共
同

参
画
の
理
念
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
推
進
委
員
手
作
り

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ポ
プ
リ
（
解

説
付
き
）
を
「
男
女
共
同
参
画

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
と
と
も
に

来
場
者
に
配
布
し
、
活
動
へ
の

理
解
と
男
女
協
働
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
は

継
続
し
た
活
動
が
重
要
で
あ
り
、

地
道
な
活
動
を
重
ね
て
い
く
こ

と
で
成
果
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
実
現

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
平
成
19
年
女
性
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
に
関
す
る
調
査
」

男性の「仕事」「家庭」「地域・個人の生活の関わり方

現実と理想のギャップ

■仕事　　　　　　　　　　　　　　　　■家庭生活

■地域・個人の生活　　　　　　　　　　■仕事と家庭生活

■仕事と地域・個人の生活　　　　　　　■家庭生活と地域・個人の生活

■仕事と家庭生活と地域・個人の生活　　■わからない

男女共同参画

シンボルマーク


